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硬式野球部全国ベスト8 6

　岐阜経済大学の教育力、学びの内容を知るチャンス！8月のオープ
ンキャンパスでは、在学生が本学での学生生活や、入学を決めた理由、
下宿生活、クラブ活動、アルバイトのことなどを本音で語る「トーク
ショー」を今年も開催します。そのほか、模擬授業体験、情報施設体験、
体育館・図書館・総合グラウンドなど学習環境を見学する「キャンパス
ガイドツアー」や個別相談など様々な企画を計画しています。マンス
リーオープンキャンパスでは、参加者のあらゆる疑問・質問に個別にお
答えし、見学も対応します。

2017年度 オープンキャンパスを開催します

　2016年度スポーツ振興寄付金と
して228,060円のご寄付をいただ
き、課外活動団体の遠征や用品の購
入等に充当いたしました。
　皆様からの温かいご支援、ご協力に
感謝し厚く御礼申し上げます。

2016年度スポーツ振興寄付金実績報告

・男子バレーボール部
・陸上競技部

・駅伝部
・女子バレーボール部

2件　50,000円
13件 105,000円

3件　36,000円
1件　20,000円

強化指定クラブ

準強化指定クラブ

・硬式庭球部 1件　3,000円

5件 14,060円

計　228,060円

一般クラブ

団体を特定しない

教職員人事

仁科　信春
経済学部教授
東京工業大学大学院

理工学研究科社会工学専攻
博士課程修了 博士（工学）

福岡大学大学院
スポーツ健康科学研究科
博士課程（後期）満期退学

高橋　直志
経済学部准教授
同志社大学大学院
経済学研究科

博士後期課程単位取得満期退学

後藤　康文
経済学部講師
日本福祉大学大学院

社会福祉学研究科(修士課程)
福祉マネジメント専攻修了

古田　康生
経営学部准教授

大前　智文
経営学部講師
名城大学大学院

経済学研究科経済学専攻
博士後期課程修了 博士（経済学）

愛知県立佐屋高等学校
元 校長

水野　敏彦
キャリアアドバイザー

新規採用 ２０１７年４月１日付

昇格 ２０１７年４月１日付

有森　俊文

中西　大輔
経済学部　准教授（経済学部　講師）

経営学部　准教授（経営学部　講師）

配置転換 ２０１７年４月１日付

大音　浩一

小森　茂

森本　堅二

吉田　大介

学生課長兼図書館事務長（図書館事務長）

学生課主幹（学生課長）

学生課主査（入試広報課主査）

入試広報課主査（学生課主査）

配置転換 ２０１７年6月１日付

渡辺　正典 学校法人大垣総合学園法人事務局長兼
岐阜経済大学事務局長（岐阜経済大学事務局長）

髙橋　信一 学校法人大垣総合学園法人事務局次長兼
大垣女子短期大学事務局長（大垣女子短期大学事務局長）

川﨑　千明
　

品田　直宏
　　

田中　透

学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

　
学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

　
学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

退職 ２０１７年３月３１日付

退職

谷江　幸雄

樋下田　邦子

野松　敏雄

福地　和夫

林　広志

経済学部教授

経済学部教授

経営学部教授

経営学部教授

キャリアアドバイザー

配置転換 ２０１７年7月14日付

大音　浩一

田中　俊彦

塚原　康之

釣餌　丈志

吉形　高志

図書館事務長の兼務を解く
（学生課長兼図書館事務長）

図書館事務長（キャリア支援課長）

キャリア支援課長（理事長室長）

理事長室長兼企画広報課長
（企画広報課長）

理事長室主査兼企画広報課主査
（理事長室主査）

２０１７年４月２２日付

馬久地　亜季
総務課主事

名誉教授 ２０１７年４月１日付

谷江　幸雄

野松　敏雄

福地　和夫

経済学部教授

経営学部教授

経営学部教授

国内留学
古口　博之
経営学部教授　2017年9月21日～2018年3月31日

２０１７年５月２４日（水）開催の学校法人大垣総合学園理事会において、下記の方が選任されました。

法人理事の就任

理事（新任） 岩井　哲二 大垣市議会議長＜任期：２０１７年５月２５日～２０１９年３月３１日＞

・メインオープンキャンパス
  8月19日（土）、9月10日（日）、
  10月7日（土）

・学園祭オープンキャンパス
  11月18日（土）・19日（日）

・クリスマスオープンキャンパス
  12月16日（土）

・スプリングオープンキャンパス
  2018年3月17日（土）

・マンスリーオープンキャンパス
  2018年1月6日（土）、2月10日（土） 

日程

インターネット出願完全導入！
2018年度4月入学希望者が受験する今年度の入試から、インターネット出願を導入し
ます。これにより、○願書が手元になくても　○出願期間中であれば24時間　○コン
ビニで受験料支払い可能　○チェック機能で入力ミスなし で安心して出願できます。

硬式野球部全国大会 初出場！！硬式野球部全国大会 初出場！！ 16GKU NOW ! vol.94
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2
0
1
7
年
4
月
、岐
阜
経
済
大
学
は
50

周
年
を
迎
え
、6
月
1
日（
木
）に
は
記
念
式

典
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、4
月
の
学
校
法
人
合

併
に
よ
り
同
一
法
人
と
な
っ
た
、大
垣
女
子
短

期
大
学
の
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演

奏
が
披
露
さ
れ
、50
周
年
の
開
幕
に
ふ
さ
わ
し

く
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
式
典
第
一
部
は
、本
学
50
年
の
歴
史
を
振
り

返
る
記
念
ビ
デ
オ
の
上
映
に
始
ま
り
、公
設
民

営
大
学
と
し
て
開
学
し
た
1
9
6
7
年
か
ら

こ
れ
ま
で
の
岐
阜
経
済
大
学
の
歩
み
や
、50
周

年
事
業
、教
育
研
究
活
動
、課
外
活
動
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
田
口
義
隆
理
事
長（
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
C
E
O
）は
、

学
校
法
人
大
垣
総
合
学
園
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー「
V
a
l
u
e
　
U
P
!!
〜

あ
し
た
の
た
め
に〝
今
〞や
ろ
う
〜
」を
披
露

し
、「
法
人
合
併
の
趣
旨
で
あ
る『
西
濃
学
園

都
市
』の
実
現
に
向
け
、今
後
岐
阜
経
済
大
学

で
の
教
育
、研
究
、社
会
的
活
動
が
、学
生
の

皆
さ
ん
の
人
生
の
価
値
向
上（
L
i
f
e 

V
a
l
u
e
　
U
P
）、そ
し
て
地
域
貢
献

（
S
o
c
i
a
l
　
V
a
l
u
e
　
U
P
）に

繋
が
る
よ
う
、学
生・教
職
員・法
人
が
一
丸
と

な
っ
て
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、山
田
武
司
学
長
は
、「
今
後
は
大
垣

女
子
短
期
大
学
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
し
な
が
ら
、次
の
50
年
の
扉
に
向
け
て
邁

進
し
て
い
き
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、神
門
純
一
岐
阜
県
副
知

事
、小
川
敏
大
垣
市
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、次
の
50
年
に
向
け
た「
岐
阜
経
済

大
学
r
e
‐
B
i
r
t
h
宣
言
」を
、在
学
生

代
表
の
湯
川
空
さ
ん（
経
営
学
部
ス
ポ
ー
ツ
経

営
学
科
4
年
）、戸
髙
晋
吾
さ
ん（
経
営
学
部

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
4
年
）、ウ
ィ
リ
ア
ム 

ビ

ク
タ
ー 

シ
ュ
ミ
ッ
ド
さ
ん（
経
済
学
部
経
済
学

科
4
年
）が
宣
誓
し
、新
た
な
歴
史・伝
統
を
築

く
た
め
、今
後
実
現
し
た
い
岐
阜
経
済
大
学
の

「
姿
」を
、そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
述
べ
、第
一
部

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、記
念
講
演
が
行
わ
れ
、造
園

家・ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
涌
井 

雅
之
氏
に
よ
る「
環
境
革
命
の
時
代
に
日
本
を

考
え
る 

〜
岐
阜
県
の
地
域
お
こ
し
〜
」と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
涌
井
氏
は
、環
境
革
命
の
時
代
に
お
け
る
３

つ
の「
危
う
さ
」（
地
球・日
本・地
方
）を
例
に
挙

げ
、そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
自
然
災
害
や
資
源・

人
口
問
題
、そ
れ
ら
が
与
え
る
経
済
的
影
響
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、岐
阜
県
の
自
然
環
境
の
良
さ
を

紹
介
し
、「
森
林
が
経
済
的
機
能
を
も
た
ら

す
」と
展
開
。地
元
の
人
口
流
出
を
、進
学
と

い
う
形
で
く
い
止
め
る
本
学
の
役
割
は
重
要

で
あ
る
と
説
き
、「
学
生
は
、岐
阜
経
済
大
学
の

環
境
を
大
い
に
活
か
し
て
、知・徳・体
を
育
て

て
ほ
し
い
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
、
学
生
食
堂
「
C
a
f
e 

R
e
s
t
50
」に
会
場
を
移
し
、祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
会
長
で

あ
る
、土
屋
嶢
大
垣
共
立
銀
行
頭
取（
前・理
事

長
）の
挨
拶
で
は
、改
め
て
本
学
50
年
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

涌井雅之氏による記念講演

山田武司学長式辞
オープニングを飾った大垣女子短期大学のウインドアンサンブル 田口義隆理事長挨拶

鏡割りで50周年を祝いました

50周年のロゴ入り味噌せんべいやキャラクター入り
マフラータオルが記念品として配られました

祝賀会では校章と建学の精神の焼印が
入った枡で乾杯しました

在学生3名による「岐阜経済大学re-Birth宣言」

新たなる50年へ
― 創立50周年記念式典 開催 ―

　
祝
賀
会
で
は
、50
周
年
記
念
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・リ
バ
ー
ド
や
、大
垣
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・お
が
っ
き
ぃ
も
登
場
し
、

鏡
割
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

 

本
学
を
様
々
な
形
で
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

地
元
官
界・企
業
の
方
々
の
他
、退
職
教
職
員
、

卒
業
生
、父
母
役
員
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、岐

阜
経
済
大
学
へ
の
熱
い
思
い
が
尽
き
な
い
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
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。

　
第
二
部
で
は
、記
念
講
演
が
行
わ
れ
、造
園

家・ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
涌
井 

雅
之
氏
に
よ
る「
環
境
革
命
の
時
代
に
日
本
を

考
え
る 

〜
岐
阜
県
の
地
域
お
こ
し
〜
」と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
涌
井
氏
は
、環
境
革
命
の
時
代
に
お
け
る
３

つ
の「
危
う
さ
」（
地
球・日
本・地
方
）を
例
に
挙

げ
、そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
自
然
災
害
や
資
源・

人
口
問
題
、そ
れ
ら
が
与
え
る
経
済
的
影
響
に

つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、岐
阜
県
の
自
然
環
境
の
良
さ
を

紹
介
し
、「
森
林
が
経
済
的
機
能
を
も
た
ら

す
」と
展
開
。地
元
の
人
口
流
出
を
、進
学
と

い
う
形
で
く
い
止
め
る
本
学
の
役
割
は
重
要

で
あ
る
と
説
き
、「
学
生
は
、岐
阜
経
済
大
学
の

環
境
を
大
い
に
活
か
し
て
、知・徳・体
を
育
て

て
ほ
し
い
」と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
三
部
は
、
学
生
食
堂
「
C
a
f
e 

R
e
s
t
50
」に
会
場
を
移
し
、祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
会
長
で

あ
る
、土
屋
嶢
大
垣
共
立
銀
行
頭
取（
前・理
事

長
）の
挨
拶
で
は
、改
め
て
本
学
50
年
の
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
へ
の
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

涌井雅之氏による記念講演

山田武司学長式辞
オープニングを飾った大垣女子短期大学のウインドアンサンブル 田口義隆理事長挨拶

鏡割りで50周年を祝いました

50周年のロゴ入り味噌せんべいやキャラクター入り
マフラータオルが記念品として配られました

祝賀会では校章と建学の精神の焼印が
入った枡で乾杯しました

在学生3名による「岐阜経済大学re-Birth宣言」

新たなる50年へ
― 創立50周年記念式典 開催 ―

　
祝
賀
会
で
は
、50
周
年
記
念
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・リ
バ
ー
ド
や
、大
垣
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・お
が
っ
き
ぃ
も
登
場
し
、

鏡
割
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

 

本
学
を
様
々
な
形
で
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

地
元
官
界・企
業
の
方
々
の
他
、退
職
教
職
員
、

卒
業
生
、父
母
役
員
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、岐

阜
経
済
大
学
へ
の
熱
い
思
い
が
尽
き
な
い
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
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新たなる50年へ
創立50周年
記念特集

第4弾

－6月1日 竣工式－

岐阜経済大学創立50周年記念事業寄付受領 経過報告

校友会から大型バスを寄贈

　新食堂に隣接する形で建設中となっていた第2体育館
が5月末に完成し、6月1日（木）の50周年記念式典時に
竣工式が執り行われました。
　竣工式には大学関係者や設計・施工会社など約30名が
出席し、第2体育館の竣工を祝いました。
　新食堂同様、学内教職員や学生からの応募により、愛称
は「Phoenix Arena 50（フェニックス アリーナ フィフ
ティ）」に決定。体育館の入口には、フェニックスをモチーフ
にした50周年のシンボルマークが描かれています。
　第2体育館はバレーボール公式戦2面、バスケットボー
ル1面に対応しており、冷暖房完備、ロッカー室やシャワー
室なども設置されています。

　5月24日（水）には、校友会から大学へ
大型バスが寄贈されることになり、その
贈呈式が行われました。
　冒頭、安田良邦校友会長より、田口義
隆 (学)大垣総合学園理事長に、バスの鍵
が手渡されました。その後、山田武司学
長から、安田校友会長および、東谷弘子
親和会役員に感謝状が贈られました。
　安田校友会長からは、「大学が力を入
れているスポーツ等で活用して欲しい」
と挨拶がありました。
　バスは本体を校友会が購入し、親和会
の協力で大学名等のラッピングが施され、
寄贈されたもので、HINO Blue RibonⅡ・
55座席（補助椅子10席を含む）の大型
バスです。
　今後、クラブ活動やフィールドワークの
授業等、大学の行事に活用させていただ
く予定です。

「創立50周年記念誌」が完成
　50周年記念事業の一環として、「創立50周年記念誌」が発刊されました。2015年
7月29日に第1回50年誌編纂委員会（委員長：古口博之副学長（当時）、副委員長：浅
野照章副理事長、教員8名、事務職員10名、担当：総務課）を開催。編纂目的、想定する
読者、年誌の章立て・仕様、編纂手順など、多岐
に亘る事項の検討を経て2017年6月に完成
しました。学部学科・正課教育・国際交流・地域
連携・課外活動・施設ごとの通史、10年毎の通
史、資料編という3部構成です。
　135ページに亘るこの記念誌発行にあたり、
岐阜県知事、大垣市長、大垣商工会議所会頭
はじめ、理事、評議員、現旧教職員、さらに卒業
生の皆さん等30名以上の関係者に寄稿いた
だきましたことに心より御礼申し上げます。

　大垣市並びに地元企業、卒業生、在学生保護者、
教職員各位より多大なご浄財をいただき、2017
年5月31日までに125,652,000円を受領い
たしました。ご支援いただきました寄付金、助成金
は、創立50周年記念事業に充当させていただき
ました。創立50周年記念事業寄付金の趣旨にご
賛同いただきました多くの皆様から、多大なるご
芳志を賜り厚く御礼申し上げます。
　なお、創立50周年記念事業は2018年度まで
実施いたしますので、引き続きご支援ご協力の程
宜しくお願い申し上げます。

第2体育館「Phoenix Arena 50」完成！

　大学では、創立50周年を記念して「火の鳥」をモチーフにしたマスコットキャラクターを制作。インターネットや応募用紙
で名称を募集し、審査の結果、re-Birthと鳥（バード）を合わせた「リバード」に決定しました。
　夢に向かって何度でもre-Birth（チャレンジ）し、未来へと羽ばたくリバードは、岐阜経済大学に入学して、新たな自分を発
見し大空（社会）へ羽ばたく準備をしています。自分の持つ多様な可能性を
信じ、あふれる好奇心と無邪気な性格で、
スポーツや勉学、社会活動などに積極的に
立ち向かっていきます。
　創立５０周年記念品（マフラータオル）に
イラストが使用されたほか、着ぐるみも作
成され、学生の皆さんの応援やイベントに
登場する予定です。

マスコットキャラクター  　　　　が誕生しました！

20,000,000

100,490,000

2,528,000

384,000

2,240,000

10,000

125,652,000

金額

（2017年5月31日現在）

件数区分

1

91

244

53

42

1

432

自治体

企業・法人

　　　　卒業生

　　　　在学生（保護者）

　　　　教職員

　　　　一般

　　　　　計

個人

フロア全景 入口のシンボルマーク 竣工式

リバード

（単位：円）
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新たなる50年へ
創立50周年
記念特集

第4弾

－6月1日 竣工式－

岐阜経済大学創立50周年記念事業寄付受領 経過報告

校友会から大型バスを寄贈

　新食堂に隣接する形で建設中となっていた第2体育館
が5月末に完成し、6月1日（木）の50周年記念式典時に
竣工式が執り行われました。
　竣工式には大学関係者や設計・施工会社など約30名が
出席し、第2体育館の竣工を祝いました。
　新食堂同様、学内教職員や学生からの応募により、愛称
は「Phoenix Arena 50（フェニックス アリーナ フィフ
ティ）」に決定。体育館の入口には、フェニックスをモチーフ
にした50周年のシンボルマークが描かれています。
　第2体育館はバレーボール公式戦2面、バスケットボー
ル1面に対応しており、冷暖房完備、ロッカー室やシャワー
室なども設置されています。

　5月24日（水）には、校友会から大学へ
大型バスが寄贈されることになり、その
贈呈式が行われました。
　冒頭、安田良邦校友会長より、田口義
隆 (学)大垣総合学園理事長に、バスの鍵
が手渡されました。その後、山田武司学
長から、安田校友会長および、東谷弘子
親和会役員に感謝状が贈られました。
　安田校友会長からは、「大学が力を入
れているスポーツ等で活用して欲しい」
と挨拶がありました。
　バスは本体を校友会が購入し、親和会
の協力で大学名等のラッピングが施され、
寄贈されたもので、HINO Blue RibonⅡ・
55座席（補助椅子10席を含む）の大型
バスです。
　今後、クラブ活動やフィールドワークの
授業等、大学の行事に活用させていただ
く予定です。

「創立50周年記念誌」が完成
　50周年記念事業の一環として、「創立50周年記念誌」が発刊されました。2015年
7月29日に第1回50年誌編纂委員会（委員長：古口博之副学長（当時）、副委員長：浅
野照章副理事長、教員8名、事務職員10名、担当：総務課）を開催。編纂目的、想定する
読者、年誌の章立て・仕様、編纂手順など、多岐
に亘る事項の検討を経て2017年6月に完成
しました。学部学科・正課教育・国際交流・地域
連携・課外活動・施設ごとの通史、10年毎の通
史、資料編という3部構成です。
　135ページに亘るこの記念誌発行にあたり、
岐阜県知事、大垣市長、大垣商工会議所会頭
はじめ、理事、評議員、現旧教職員、さらに卒業
生の皆さん等30名以上の関係者に寄稿いた
だきましたことに心より御礼申し上げます。

　大垣市並びに地元企業、卒業生、在学生保護者、
教職員各位より多大なご浄財をいただき、2017
年5月31日までに125,652,000円を受領い
たしました。ご支援いただきました寄付金、助成金
は、創立50周年記念事業に充当させていただき
ました。創立50周年記念事業寄付金の趣旨にご
賛同いただきました多くの皆様から、多大なるご
芳志を賜り厚く御礼申し上げます。
　なお、創立50周年記念事業は2018年度まで
実施いたしますので、引き続きご支援ご協力の程
宜しくお願い申し上げます。

第2体育館「Phoenix Arena 50」完成！

　大学では、創立50周年を記念して「火の鳥」をモチーフにしたマスコットキャラクターを制作。インターネットや応募用紙
で名称を募集し、審査の結果、re-Birthと鳥（バード）を合わせた「リバード」に決定しました。
　夢に向かって何度でもre-Birth（チャレンジ）し、未来へと羽ばたくリバードは、岐阜経済大学に入学して、新たな自分を発
見し大空（社会）へ羽ばたく準備をしています。自分の持つ多様な可能性を
信じ、あふれる好奇心と無邪気な性格で、
スポーツや勉学、社会活動などに積極的に
立ち向かっていきます。
　創立５０周年記念品（マフラータオル）に
イラストが使用されたほか、着ぐるみも作
成され、学生の皆さんの応援やイベントに
登場する予定です。

マスコットキャラクター  　　　　が誕生しました！

20,000,000

100,490,000

2,528,000

384,000

2,240,000

10,000

125,652,000

金額

（2017年5月31日現在）

件数区分

1

91

244

53

42

1

432

自治体

企業・法人

　　　　卒業生

　　　　在学生（保護者）

　　　　教職員

　　　　一般

　　　　　計

個人

フロア全景 入口のシンボルマーク 竣工式

リバード

（単位：円）
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　創
立
50
周
年
の
今
年
、硬
式
野
球
部

と
し
て
の
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る・・・

そ
ん
な
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
シ
ー
ズ
ン

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。岐
阜
県
学
生
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
の
戦
前
の
予
想
は
、全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
前
年
優
勝
の

中
京
学
院
大
学
と
投
打
が
高
い
レ
ベ
ル

で
充
実
す
る
中
部
学
院
大
学
に
強
力
投

手
陣
を
擁
す
る
岐
阜
経
済
大
学
が
追
従

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。開
幕
戦
こ
そ

苦
杯
を
舐
め
た
も
の
の
、以
降
勝
点
を
積

み
上
げ
迎
え
た
第
5
節
の
中
部
学
院
大

学
と
の
一
戦
。今
シ
ー
ズ
ン
の
天
王
山
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
大
事
な
初
戦
を
逆
転

で
勝
利
し
流
れ
を
呼
び
込
み
連
勝
。第

6
節
の
中
京
学
院
大
学
戦
も
投
打
が
噛

み
合
い
連
勝
し
、勝
点
4
で
最
終
節
を

迎
え
ま
し
た
。最
終
節
の
対
戦
相
手
朝

日
大
学
も
勝
点
4
を
獲
得
し
て
お
り
、

勝
っ
た
方
が
優
勝
と
い
う
痺
れ
る
状
況

に
も
、選
手
た
ち
は
い
つ
も
ど
お
り
の
プ

レ
ー
を
展
開
し
、連
勝
で
3
季
ぶ
り
3
回

目
の
リ
ー
グ
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

岐阜県リーグ優勝を学長・副理事長に
報告しました

石巻専修大学戦でも安定したピッチングで1 安打完封
に抑えた與座投手

応援を強力にバックアップしてくれた大垣女子短期大学
ウインドアンサンブルの皆さん

最速152kmの守護神濵口投手 東海大学北海道戦（明治神宮球場）で
ホームランを放った下里駿介外野手
（4年・興南高校出身）

東海代表決定戦でホームランを放つ山内来輝
捕手（3 年・大垣商業高校出身）

琉球ダブルエースの左腕栄野川投手東海地区春季大会の優勝旗授与

　続
く
東
海
地
区
春
季
選
手
権
大
会

（
東
海
地
区
代
表
決
定
戦
）で
は
、三
重

県
代
表
の
三
重
大
学
と
静
岡
県
代
表
の

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
と
の
巴
戦
。

初
戦
の
三
重
大
学
戦
は
先
制
さ
れ
な
が

ら
も
持
ち
前
の
粘
り
を
発
揮
し
逆
転
で

勝
利
。優
勝
を
賭
け
た
大
一
番
、日
本

大
学
国
際
関
係
学
部
戦
は
、主
将
で
あ

り
エ
ー
ス
の
與
座
海
人（
4
年・沖
縄
尚

学
高
校
出
身
）が
圧
巻
の
投
球
で
完
封

し
、創
立
以
来
初
と
な
る
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　終
わ
っ
て
み
れ
ば
リ
ー
グ
戦
と
東
海

選
手
権
で
12
連
勝
の
完
全
優
勝
に
見
え

ま
す
が
、楽
な
闘
い
は
1
試
合
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。リ
ー
グ
戦
10
勝
の
う
ち
5

試
合
は
1
点
差
の
勝
利
と
い
う
僅
差
の

闘
い
で
、こ
れ
を
支
え
た
の
が
琉
球
ダ
ブ

ル
エ
ー
ス
の
與
座
海
人
と
栄
野
川
盛
隆

（
4
年・興
南
高
校
出
身
）、最
速
1
5
2

km
の
絶
対
的
守
護
神
濵
口
雄
大（
4
年・

高
知
農
業
高
校
出
身
）で
し
た
。リ
ー
グ

戦
に
入
る
前
、小
森
茂
監
督
は
、「
岐
阜

を
勝
ち
上
が
る
に
は
3
人
の
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
に
な
る
」と
明
言
し
て
い
た
と
お
り
、

先
発・中
継
ぎ・抑
え・連
投
の
過
酷
な
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
登
板
に
も
係
わ
ら
ず
、彼
ら

は
期
待
ど
お
り
の
活
躍
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
堅
い
バ
ッ
ク
の
守
り
で

ロ
ー
ス
コ
ア
ー
の
試
合
を
勝
ち
き
り
、攻

撃
陣
は
日
替
わ
り
ヒ
ー
ロ
ー
が
誕
生
す

る
な
ど
、
一
つ
ず
つ
地
道
に
勝
点
を
積

み
上
げ
て
い
っ
た
結
果
の
優
勝
で
し
た
。

心
ひ
と
つ
に

　こ
う
し
て
第
66
回
全
日
本
大
学
野
球

選
手
権
の
東
海
地
区
代
表
と
し
て
初
め

て
の
全
国
の
舞
台
に
立
ち
、迎
え
た
石
巻

専
修
大
学
戦（
南
東
北
大
学
野
球
連
盟

代
表
）は
、エ
ー
ス
與
座
海
人
の
1
安
打

完
封
劇
で
歴
史
的
全
国
初
勝
利
。

　続
く
準
々
決
勝
の
東
海
大
学
北
海
道

キ
ャ
ン
パ
ス
戦（
札
幌
学
生
野
球
連
盟
代

表
）は
、初
回
に
4
点
を
先
制
さ
れ
な
が

ら
も
粘
り
強
く
闘
い
、追
い
つ
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
最
後
ま
で
岐
阜

経
済
大
学
ら
し
い
試
合
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　結
果
は
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
初
出
場
ベ
ス
ト
8
と
胸
を
張
れ
る
成

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　な
お
、今
年
4
月
に
法
人
合
併
し
た

大
垣
女
子
短
期
大
学
の
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
約
50
名
の
皆
さ
ん
が
応
援
に

か
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

創部50年来初！
硬式野球部 全国大会出場！！
全国ベスト8への軌跡

東海地区大学野球春季選手権
個人賞・ベストナイン
＜個人賞＞
最優秀選手賞　與座海人（再掲）
最優秀投手賞　栄野川盛隆（再掲）
優秀選手賞　　濵口雄大（再掲）
優秀選手賞　　山内来輝（再掲）
首位打者　　　小濱優磨（3年・南風原高校出身）

＜ベストナイン＞
投　手　與座海人（再掲）
捕　手　山内来輝（再掲）
二塁手　小濱優磨（再掲）
三塁手　村田　誠（4年・愛知啓成高校出身）
遊撃手　宇須凌介（1年・金光大阪高校出身）
外野手　佐藤謙次朗（3年・市立岐阜商業高校出身）

　創立50周年に全日本大学野球選手
権大会初出場を果たし、本大会でもベ
スト8の成績を収めた選手たちを誇り
に思います。4月に7季ぶりに監督とし
て復帰しましたが、このチームを負けさ
せる訳にはいかないという思いで采配
をしました。楽しくもあり苦しくもあっ
た2ヶ月半でしたが、選手たちが成し遂
げた偉業を素直に喜びたいと思います。
　また、大会期間中は多方面から温か
いご支援、ご声援をいただきましたこと
感謝申し上げますとともに、なお一層
の高みを目指して精進してまいります
ので引き続きご支援くださいますよう
宜しくお願い申し上げます。

硬式野球部
小森 茂監督
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　創
立
50
周
年
の
今
年
、硬
式
野
球
部

と
し
て
の
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る・・・

そ
ん
な
予
感
を
感
じ
さ
せ
る
シ
ー
ズ
ン

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。岐
阜
県
学
生
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
の
戦
前
の
予
想
は
、全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
前
年
優
勝
の

中
京
学
院
大
学
と
投
打
が
高
い
レ
ベ
ル

で
充
実
す
る
中
部
学
院
大
学
に
強
力
投

手
陣
を
擁
す
る
岐
阜
経
済
大
学
が
追
従

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。開
幕
戦
こ
そ

苦
杯
を
舐
め
た
も
の
の
、以
降
勝
点
を
積
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上
げ
迎
え
た
第
5
節
の
中
部
学
院
大

学
と
の
一
戦
。今
シ
ー
ズ
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の
天
王
山
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位
置
づ
け
ら
れ
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大
事
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初
戦
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逆
転
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呼
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込
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6
節
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中
京
学
院
大
学
戦
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投
打
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噛

み
合
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連
勝
し
、勝
点
4
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最
終
節
を

迎
え
ま
し
た
。最
終
節
の
対
戦
相
手
朝

日
大
学
も
勝
点
4
を
獲
得
し
て
お
り
、

勝
っ
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方
が
優
勝
と
い
う
痺
れ
る
状
況

に
も
、選
手
た
ち
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い
つ
も
ど
お
り
の
プ

レ
ー
を
展
開
し
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勝
で
3
季
ぶ
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3
回

目
の
リ
ー
グ
優
勝
を
決
め
ま
し
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は
、三
重

県
代
表
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三
重
大
学
と
静
岡
県
代
表
の

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
と
の
巴
戦
。
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重
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れ
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勝
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一
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際
関
係
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戦
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将
で
あ

り
エ
ー
ス
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與
座
海
人（
4
年・沖
縄
尚

学
高
校
出
身
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巻
の
投
球
で
完
封

し
、創
立
以
来
初
と
な
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全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
大
会
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出
場
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獲
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し
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。
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あ
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入
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岐
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が
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遊撃手　宇須凌介（1年・金光大阪高校出身）
外野手　佐藤謙次朗（3年・市立岐阜商業高校出身）

　創立50周年に全日本大学野球選手
権大会初出場を果たし、本大会でもベ
スト8の成績を収めた選手たちを誇り
に思います。4月に7季ぶりに監督とし
て復帰しましたが、このチームを負けさ
せる訳にはいかないという思いで采配
をしました。楽しくもあり苦しくもあっ
た2ヶ月半でしたが、選手たちが成し遂
げた偉業を素直に喜びたいと思います。
　また、大会期間中は多方面から温か
いご支援、ご声援をいただきましたこと
感謝申し上げますとともに、なお一層
の高みを目指して精進してまいります
ので引き続きご支援くださいますよう
宜しくお願い申し上げます。

硬式野球部
小森 茂監督
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陸上競技部

バレーボール部
Volleyball

　第122回岐阜県大学男女バレーボールリーグ春季大会で、本学バレー
ボール部は男子・女子ともに優勝し、昨年の秋季大会に引き続きアベック
優勝を決めました。
　また、東海大学男女バレーボールリーグ戦春季大会において、男子・
女子ともに最優秀新人賞を受賞！最終結果は男子3位・女子6位でした。

　6月28日～7月2日には、2017年度第43回西日本バレーボール大
学選手権大会が行われ、男子バレーボール部はベスト4まで勝ちあがり、
最終成績3位入賞と、過去最高成績を更新しました。
　また、個人賞も受賞しました。

　4月22日（土）に第97回天皇杯サッカー選手権大会が行われ、本学サッカー部は3年ぶり2度目の出場を果たしました。
　地元岐阜・長良川球技メドウでの第1回戦ということもあり、400名を超えるサポーターが応援に駆けつけてくれました。
　対戦相手は新潟医療福祉大学。前半1点を先取されましたが、後半10分に谷口海斗主将（スポーツ経営学科4年・三重県　四日市中央工業高校
出身）が鮮やかなループシュートを決め、同点に追いつき、サポーターも大いに盛り上がりました。
　しかし、後半に2点を追加され、結果は1ｰ3で惜しくも初戦突破とはなりませんでした。
　法人合併後、第一号の全国大会出場クラブとして、岐阜経済大学の名を全国に示すことができました。90分間声援を送って下さったサポーターの
皆さんに心から感謝します。

海外・全国・西日本で活躍！ 

まだまだ続く！ 岐経大の躍進

Track and Field

Soccer

岐阜県リーグでアベックV！
東海リーグ最優秀新人賞 アベック受賞！
男子は西日本インカレベスト４で3位入賞！！

サッカー部

（中本岳人氏 撮影）

3年ぶり・2度目の天皇杯出場！

有吉　俊太（スポーツ経営学科1年・茨城県　霞ヶ浦高校出身）最優秀新人賞（男子）

前田　美紅（スポーツ経営学科1年・長野県　松商学園高校出身）最優秀新人賞（女子）

東海大学男女バレーボールリーグ戦春季大会

村田　和輝（スポーツ経営学科2年・愛知県　豊橋中央高校出身）個人賞（サーブ賞）

第43回西日本バレーボール大学男子選手権大会

　6月24日（土）・25日（日）に香港のTseung 
Kwan O Sports Groundで開催された、香港
インターシティ選手権大会において、男子
400ｍに東海学連代表として出場した川満健
太選手（スポーツ経営学科3年・沖縄県　那覇
西高校出身）が47秒32と、力強い走りで堂々
の優勝！！本学陸上競技部の強さを海外の舞台
で見せつけました。

　岐阜陸上競技協会の強化委員長に、本学陸上競技部監督の品田　直宏氏（学生課ス
ポーツ振興室　スポーツ指導職員）が就任しました。
　品田氏は2013年から陸上競技部のコーチ、2015年から同監督に就任し、主に短距
離・跳躍ブロックを中心に技術指導を行っており、その手腕が、今後アジアジュニア陸上競
技選手権の開催を控えている岐阜県でも期待されています。
　東海学生陸上競技連盟評議員も務め、自身はユニバーシアード競技大会 走幅跳日本
代表、世界ユース選手権 走幅跳優勝、世界ジュニア選手権4×100mRで3位入賞等々、
数々の競技歴を持つ実力派の監督です。

　6月9日（金）～11日（日）には、Shonan 
BMW スタジアム平塚で日本学生個人選手権
大会が開催され、篠田大貴選手（大学院経営学
研究科1年）が、男子ハンマー投で61m10と
8位に入賞し、3年連続の入賞となりました。

　6月30日（金）～7月2日（日）にエディオンス
タジアムで開催された第70回西日本インカレ
では、男子走幅跳で石倉南斗選手（スポーツ経
営学科3年・新潟県　新潟産業大学附属高校出
身）が7m68を跳び優勝！
　自己ベスト記録を更新し、本学歴代3位の記
録となりました。

岐阜陸上競技協会 強化委員長に品田 直宏 陸上競技部監督が就任

国内のみならず、世界の舞台でも飛躍を続ける陸上競技部の活躍に、今後もご期待ください。

　大学の指導者が30代前半で強化委員長を務めるというのは全国的に見ても異例のことであり、
プレッシャーもありますが、大学での指導経験やネットワークを活かし、これまでとは違った方法で
県全体を強化していきたいと考えています。

強化委員長就任にあたって
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　法人合併後、第一号の全国大会出場クラブとして、岐阜経済大学の名を全国に示すことができました。90分間声援を送って下さったサポーターの
皆さんに心から感謝します。

海外・全国・西日本で活躍！ 

まだまだ続く！ 岐経大の躍進

Track and Field

Soccer

岐阜県リーグでアベックV！
東海リーグ最優秀新人賞 アベック受賞！
男子は西日本インカレベスト４で3位入賞！！

サッカー部

（中本岳人氏 撮影）

3年ぶり・2度目の天皇杯出場！

有吉　俊太（スポーツ経営学科1年・茨城県　霞ヶ浦高校出身）最優秀新人賞（男子）

前田　美紅（スポーツ経営学科1年・長野県　松商学園高校出身）最優秀新人賞（女子）

東海大学男女バレーボールリーグ戦春季大会

村田　和輝（スポーツ経営学科2年・愛知県　豊橋中央高校出身）個人賞（サーブ賞）

第43回西日本バレーボール大学男子選手権大会

　6月24日（土）・25日（日）に香港のTseung 
Kwan O Sports Groundで開催された、香港
インターシティ選手権大会において、男子
400ｍに東海学連代表として出場した川満健
太選手（スポーツ経営学科3年・沖縄県　那覇
西高校出身）が47秒32と、力強い走りで堂々
の優勝！！本学陸上競技部の強さを海外の舞台
で見せつけました。

　岐阜陸上競技協会の強化委員長に、本学陸上競技部監督の品田　直宏氏（学生課ス
ポーツ振興室　スポーツ指導職員）が就任しました。
　品田氏は2013年から陸上競技部のコーチ、2015年から同監督に就任し、主に短距
離・跳躍ブロックを中心に技術指導を行っており、その手腕が、今後アジアジュニア陸上競
技選手権の開催を控えている岐阜県でも期待されています。
　東海学生陸上競技連盟評議員も務め、自身はユニバーシアード競技大会 走幅跳日本
代表、世界ユース選手権 走幅跳優勝、世界ジュニア選手権4×100mRで3位入賞等々、
数々の競技歴を持つ実力派の監督です。

　6月9日（金）～11日（日）には、Shonan 
BMW スタジアム平塚で日本学生個人選手権
大会が開催され、篠田大貴選手（大学院経営学
研究科1年）が、男子ハンマー投で61m10と
8位に入賞し、3年連続の入賞となりました。

　6月30日（金）～7月2日（日）にエディオンス
タジアムで開催された第70回西日本インカレ
では、男子走幅跳で石倉南斗選手（スポーツ経
営学科3年・新潟県　新潟産業大学附属高校出
身）が7m68を跳び優勝！
　自己ベスト記録を更新し、本学歴代3位の記
録となりました。

岐阜陸上競技協会 強化委員長に品田 直宏 陸上競技部監督が就任

国内のみならず、世界の舞台でも飛躍を続ける陸上競技部の活躍に、今後もご期待ください。

　大学の指導者が30代前半で強化委員長を務めるというのは全国的に見ても異例のことであり、
プレッシャーもありますが、大学での指導経験やネットワークを活かし、これまでとは違った方法で
県全体を強化していきたいと考えています。

強化委員長就任にあたって
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岐経大
宣言！

2017年度・新入生
「これを頑張ります！」

入学式入学式

4月6日（木）に、新入生を対象とした女子会を開催!
ケーキバイキングやドリンクをいただきながら、自己紹介
をしたり、先輩にこれからの大学生活や受講登録のアドバ
イスをもらったりと、大いに盛り上がりました。

「新入女子学生歓迎会」開催！

硬式野球部

サッカー部

女子バレーボール部

4年間の学びを社会で役立てよう

まずはコミュニケーションから！

目指せ経大の星☆

夢に向かってま
っしぐら！

4年間めいっぱい
楽しもう！

時間管理が成功
のポイント！

出会いを大切
に！

自炊を頑張ろう
！

常勝軍団を作る！

インカレ・総理大臣杯・天皇杯出場！

日本一を目指す！
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 髙木 博史准教授

たか ぎ ひろ し

社会問題と向きあうソーシャルワークを追究する

　私
の
研
究
テ
ー
マ
は
貧
困
問
題
、福
祉・介
護
労
働
問
題
、障
が
い
者
問
題
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
と
い
っ
た
も
の
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　熊
本
学
園
大
学
の
社
会
福
祉
学
部
在
学
中
は
、障
が
い
者
福
祉
に
関
心
が

あ
り
、障
が
い
者
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。そ
う
し
た

と
こ
ろ
か
ら
、卒
業
論
文
で
は
、障
が
い
者
運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、障
が
い

者
福
祉
関
係
の
就
職
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、高
齢
者
施
設
に
就
職
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。大
学
卒
業
と
同
時
に
介
護
福
祉
士
と
社
会
福
祉
士
国

家
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得
し
た
も
の
の
、他
業
種
と
比
較
し
て
待
遇
は
そ

れ
ほ
ど
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、「
い
の
ち
」や「
く
ら

し
」を
守
る
社
会
福
祉
従
事
者
の
労
働
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
意

識
を
持
ち
、現
在
も
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　大
学
院
で
は
、再
び
障
が
い
者
運
動
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
ま
し
た
。と
く

に
障
が
い
者
運
動
と
障
が
い
者
世
帯
の
階
層
性
に
つ
い
て
の
関
係
性
に
注
目

し
、地
域
福
祉
を
考
え
て
い
く
視
点
か
ら
研
究
を
行
い
ま
し
た
。今
思
え
ば
、

貧
困
や
生
活
困
窮
者
支
援
実
践
に
関
わ
っ
て
い
る
の
は
こ
の
と
き
の
研
究
が

原
点
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　現
在
は
、生
活
困
窮
者
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
独
立
型
社
会
福
祉
士

事
務
所
を
開
設・運
営
し
て
い
た
経
験
か
ら
、貧
困
問
題
や
生
活
保
護
問
題
に

つ
い
て
の
研
究
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
る
人
々
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
多

い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
貧
困
や
人
権
、平
和
の
問
題
は
欠
か
せ
な

い
視
点
で
あ
り
、こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
な
ど
に
組
み

込
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
大
き
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

経済学部

近 著 紹 介

趣味拝見

　熊本市の出身です。熊本学園大学社会福祉学部を卒業後、温泉地として有
名な大分県別府市の高齢者施設で介助員や生活指導員として勤務しました。
その後、2001年に立命館大学大学院社会学研究科に進学、修了し2003年
より立正大学、沖縄大学、長野大学と社会福祉士の実習教育に携わり、2014
年4月に岐阜経済大学に着任いたしました。沖縄大学在職時には独立型社会
福祉士事務所の開設を行い、生活困窮者支援を行っていました。現在は、主に
社会福祉原論や社会福祉士国家試験受験資格の取得に必要なソーシャルワー
ク実習・演習関係の科目を担当しています。

　基本的にそれほど「趣味」といえるようなものはなく、インターネットのようなイン
ドア系のものが多いですが、敢えていうなら時 「々水泳」をやっています。
　高校の時の校内水泳大会で（50m自由形）「優勝」経験もあります。といっても、
当時は水泳部がなくスポーツも全般
的に低調な高校だったという「運」も
ありました。当時は50ｍを31秒くら
いで泳いでいました。
　水泳は有酸素運動でとても身体に
良いと言われます。何かと運動不足
になりやすい年齢に差し掛かってき
ていますが、時々は気分転換に身体
を動かしていきたいと思っています。

市民が立法過程に参画し実現した、児童虐待
防止法、性同一性障害者特例法、発達障害者
支援法、自殺対策基本法、風営法改正の5つ
の事例を検証、考察。
学術上の論議も整
理し、理論と実態か
ら市民立法の意義
と実現への要因を
明らかにする。

勝田 美穂

法律文化社　2017年2月
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経済学部 教授

正しい価値を正しく伝える ―製販一体のマネジメント―
ツカキグループの塚喜商事株式会社取締役京都事業部長、ツカキ株式会社取締役営業部長、
東京営業本部長を経て、現在は塚喜商事株式会社あさぎ事業部長（西陣織メーカー）として
「正しい価値を正しく伝える」をモットーに西陣織の技術の伝承と後継者育成に努めています。
 

　ツカキグループは三方よし（売り手よし、買い手よし、世間よし）の精神のもと創業150年を
迎えました。中核企業である塚喜商事株式会社で取締役あさぎ事業部長として製販一体のマ
ネジメントをしています。「西陣織美術工芸あさぎ」として技術の伝承と革新、職人の保護そし
て後継者育成に努めています。
 

　兄（滋賀県議会議員）と私は双子で共に岐阜経済大学で学びました。往復６時間かけ毎日通
学しました。教職課程を履修していましたので家には寝に帰るだけで、学習は講義の集中受講
と電車の中での予習、復習の毎日でした。パンのミミを買っては空腹をしのいでいました。
 

　長時間通学によって不屈の精神と忍耐力は身につきました。基礎ゼミで「人は生まれ、人は
生きて、人は死す」との話をまとめた「歴史の寓話」から、本質の探究とリテラシー思考がマネ
ジメントに役立っています。また、ゼミでの国際金融論では西陣織に使う生糸、金、プラチナ等
の価格動向や買い付けで大変役立っています。
 

　人生の設計図を作ってみて下さい。自分の将来のあるべき姿を描くと、今何をすべきか、何歳までに何をすべきかが鮮明になり、目的への
達成が近くになります。
　在学中、飯田繁学長（当時）から「激情なき真理は空虚にして、真理なき激情は盲目である」と学びました。たえず自問自答する言葉です。

Q1．現在の業務内容について教えて下さい。

Q2．大学在学中はどのような大学生活を送っていらっしゃいましたか。

Q3．大学で学んだどんなことが、現在役立っていますか。

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

塚喜商事株式会社 取締役あさぎ事業部長

井阪 仁さん
経済学部経済学科（1975年度卒業）
http://www.tsukaki.com

「新」に挑む ～夢をカタチに確かな一歩～
岐阜経済大学、滋賀大学大学院教育学研究科卒業
銀行に勤務の後、滋賀県学校教員を経て、現在滋賀県議会議員（２期目）
滋賀県や県内市の環境審議会委員、環境省近畿ESD環境教育プログラム作成実証委員など
を経験。現在、環境省環境カウンセラー、防災士。また、多分野のNPO活動や大学生の現地指
導も行っている。蒲生東小時代に「みぞっこ探検」で中日教育賞受賞。
著書『たんけん・はっけん・ほっとけん』井阪尚司・蒲生野考現倶楽部：昭和堂、『子どもと追求す
る愉しみ』稲垣忠彦・井阪尚司ほか：評論社、『こどもはおもしろい』河合隼雄・井阪尚司ほか：講
談社、雑誌や記事などで実践が紹介される。
 

　教育30年、NPO25年、調査研究20年の経験を生かして、議会活動と地域づくり（環境、エ
ネルギー、地域文化、観光、農業、教育、福祉を中心）に取り組んでいます。スローガンは「たん
けん・発見・ほっとけん」。
 

　私は双子で、いつも一緒に大学に通っていました。カバンに詰めた本が重かった。通学路は、
雨期になると道に水が溢れ、泳いでいるフナを手づかみしたりするなど四季折々の変化が楽
しめました。アットホームな大学で、先生方や職員の皆さんに良くしていただきました。おかげ
で、岐阜経済大学は、兄弟3人の母校となりました。　　　
 

　経済学を学びながら教職課程も履修していましたので、単位修得が大変でした。卒業後、銀行に3年勤めましたが、縁あって滋賀県の教員
になりました。大学で学んだこと無くして今の私はありません。大学では、知識だけでなく、ものの見方や考え方、学問する姿勢などについて
教えていただき、この姿勢が今の議員活動にも生きています。
 

　私たちは今、人口減少社会と情報化社会の真ただ中にいますが、間もなくIoTとAIが結合した新しいクラウド社会が到来します。暮らしや働
き方が一変するだけに、今まで以上に愛和に満ちた創造力のある人材が求められています。探求力とプレゼン力を磨き、進取の精神と実現
力で新しい時代を拓いてほしいと思います。

Q1．現在の業務内容について教えて下さい。

Q2．大学在学中はどのような大学生活を送っていらっしゃいましたか。

Q3．大学で学んだどんなことが、現在役立っていますか。

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

滋賀県議会議員

井阪 尚司さん
経済学部経済学科（1975年度卒業）
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も
し
ま
す
。

　現
在
は
、生
活
困
窮
者
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
独
立
型
社
会
福
祉
士

事
務
所
を
開
設・運
営
し
て
い
た
経
験
か
ら
、貧
困
問
題
や
生
活
保
護
問
題
に

つ
い
て
の
研
究
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
る
人
々
を
対
象
に
す
る
こ
と
が
多

い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
貧
困
や
人
権
、平
和
の
問
題
は
欠
か
せ
な

い
視
点
で
あ
り
、こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
な
ど
に
組
み

込
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
大
き
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

経済学部

近 著 紹 介

趣味拝見

　熊本市の出身です。熊本学園大学社会福祉学部を卒業後、温泉地として有
名な大分県別府市の高齢者施設で介助員や生活指導員として勤務しました。
その後、2001年に立命館大学大学院社会学研究科に進学、修了し2003年
より立正大学、沖縄大学、長野大学と社会福祉士の実習教育に携わり、2014
年4月に岐阜経済大学に着任いたしました。沖縄大学在職時には独立型社会
福祉士事務所の開設を行い、生活困窮者支援を行っていました。現在は、主に
社会福祉原論や社会福祉士国家試験受験資格の取得に必要なソーシャルワー
ク実習・演習関係の科目を担当しています。

　基本的にそれほど「趣味」といえるようなものはなく、インターネットのようなイン
ドア系のものが多いですが、敢えていうなら時 「々水泳」をやっています。
　高校の時の校内水泳大会で（50m自由形）「優勝」経験もあります。といっても、
当時は水泳部がなくスポーツも全般
的に低調な高校だったという「運」も
ありました。当時は50ｍを31秒くら
いで泳いでいました。
　水泳は有酸素運動でとても身体に
良いと言われます。何かと運動不足
になりやすい年齢に差し掛かってき
ていますが、時々は気分転換に身体
を動かしていきたいと思っています。

市民が立法過程に参画し実現した、児童虐待
防止法、性同一性障害者特例法、発達障害者
支援法、自殺対策基本法、風営法改正の5つ
の事例を検証、考察。
学術上の論議も整
理し、理論と実態か
ら市民立法の意義
と実現への要因を
明らかにする。

勝田 美穂

法律文化社　2017年2月
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経済学部 教授

正しい価値を正しく伝える ―製販一体のマネジメント―
ツカキグループの塚喜商事株式会社取締役京都事業部長、ツカキ株式会社取締役営業部長、
東京営業本部長を経て、現在は塚喜商事株式会社あさぎ事業部長（西陣織メーカー）として
「正しい価値を正しく伝える」をモットーに西陣織の技術の伝承と後継者育成に努めています。
 

　ツカキグループは三方よし（売り手よし、買い手よし、世間よし）の精神のもと創業150年を
迎えました。中核企業である塚喜商事株式会社で取締役あさぎ事業部長として製販一体のマ
ネジメントをしています。「西陣織美術工芸あさぎ」として技術の伝承と革新、職人の保護そし
て後継者育成に努めています。
 

　兄（滋賀県議会議員）と私は双子で共に岐阜経済大学で学びました。往復６時間かけ毎日通
学しました。教職課程を履修していましたので家には寝に帰るだけで、学習は講義の集中受講
と電車の中での予習、復習の毎日でした。パンのミミを買っては空腹をしのいでいました。
 

　長時間通学によって不屈の精神と忍耐力は身につきました。基礎ゼミで「人は生まれ、人は
生きて、人は死す」との話をまとめた「歴史の寓話」から、本質の探究とリテラシー思考がマネ
ジメントに役立っています。また、ゼミでの国際金融論では西陣織に使う生糸、金、プラチナ等
の価格動向や買い付けで大変役立っています。
 

　人生の設計図を作ってみて下さい。自分の将来のあるべき姿を描くと、今何をすべきか、何歳までに何をすべきかが鮮明になり、目的への
達成が近くになります。
　在学中、飯田繁学長（当時）から「激情なき真理は空虚にして、真理なき激情は盲目である」と学びました。たえず自問自答する言葉です。

Q1．現在の業務内容について教えて下さい。

Q2．大学在学中はどのような大学生活を送っていらっしゃいましたか。

Q3．大学で学んだどんなことが、現在役立っていますか。

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

塚喜商事株式会社 取締役あさぎ事業部長

井阪 仁さん
経済学部経済学科（1975年度卒業）
http://www.tsukaki.com

「新」に挑む ～夢をカタチに確かな一歩～
岐阜経済大学、滋賀大学大学院教育学研究科卒業
銀行に勤務の後、滋賀県学校教員を経て、現在滋賀県議会議員（２期目）
滋賀県や県内市の環境審議会委員、環境省近畿ESD環境教育プログラム作成実証委員など
を経験。現在、環境省環境カウンセラー、防災士。また、多分野のNPO活動や大学生の現地指
導も行っている。蒲生東小時代に「みぞっこ探検」で中日教育賞受賞。
著書『たんけん・はっけん・ほっとけん』井阪尚司・蒲生野考現倶楽部：昭和堂、『子どもと追求す
る愉しみ』稲垣忠彦・井阪尚司ほか：評論社、『こどもはおもしろい』河合隼雄・井阪尚司ほか：講
談社、雑誌や記事などで実践が紹介される。
 

　教育30年、NPO25年、調査研究20年の経験を生かして、議会活動と地域づくり（環境、エ
ネルギー、地域文化、観光、農業、教育、福祉を中心）に取り組んでいます。スローガンは「たん
けん・発見・ほっとけん」。
 

　私は双子で、いつも一緒に大学に通っていました。カバンに詰めた本が重かった。通学路は、
雨期になると道に水が溢れ、泳いでいるフナを手づかみしたりするなど四季折々の変化が楽
しめました。アットホームな大学で、先生方や職員の皆さんに良くしていただきました。おかげ
で、岐阜経済大学は、兄弟3人の母校となりました。　　　
 

　経済学を学びながら教職課程も履修していましたので、単位修得が大変でした。卒業後、銀行に3年勤めましたが、縁あって滋賀県の教員
になりました。大学で学んだこと無くして今の私はありません。大学では、知識だけでなく、ものの見方や考え方、学問する姿勢などについて
教えていただき、この姿勢が今の議員活動にも生きています。
 

　私たちは今、人口減少社会と情報化社会の真ただ中にいますが、間もなくIoTとAIが結合した新しいクラウド社会が到来します。暮らしや働
き方が一変するだけに、今まで以上に愛和に満ちた創造力のある人材が求められています。探求力とプレゼン力を磨き、進取の精神と実現
力で新しい時代を拓いてほしいと思います。

Q1．現在の業務内容について教えて下さい。

Q2．大学在学中はどのような大学生活を送っていらっしゃいましたか。

Q3．大学で学んだどんなことが、現在役立っていますか。

Q4．在学生に向けて一言メッセージをお願いします。

滋賀県議会議員

井阪 尚司さん
経済学部経済学科（1975年度卒業）
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（３）貸借対照表
　「貸借対照表」は年度末における資産、負債及び基本金等の状況を
表したものです。
　資産の部の合計は、136億7,900万円となり、前年度末に比べて1億
5,695万円減（1.1%減）、負債の部の合計は、7億5,913万円となり、前
年度末に比べて8,014万円減（9.5%減）、純資産の部は、129億1,986
万円となり、前年度比7,680万円減（0.6%減）となりました。

平成28年度決算報告
事業の概要 財務の概要

貸借対照表 平成29年3月31日 （単位 千円）

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

事業活動収支計算書 平成28年4月1日～平成29年3月31日まで （単位 千円）

資産の部
　　　 科　　　　目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計
負債の部
　　　 科　　　　目
固定負債
流動負債
負債の部合計
純資産の部
　　　 科　　　　目
基本金
　第１号基本金
　第2号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

本年度末　
10,922,554
5,874,464
3,861,460
1,186,630
2,756,451
13,679,005

本年度末　
448,399
310,738
759,138

本年度末　
12,770,926
11,473,926
1,160,000
137,000
148,941
148,941

12,919,867
13,679,005

前年度末　
10,851,683
5,664,012
3,701,460
1,486,210
2,984,274
13,835,958

前年度末　
485,834
353,449
839,284

前年度末　
12,211,944
11,129,944
880,000
202,000
784,729
784,729

12,996,674
13,835,958

増　　減　
70,871
210,451
160,000

△ 299,580
△ 227,823
△ 156,952

増　　減　
△ 37,435
△ 42,710
△ 80,145

増　　減　
558,982
343,982
280,000
△ 65,000
△ 635,788
△ 635,788
△ 76,806
△ 156,952

　科　　　　目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
（内減価償却額）
管理経費
（内減価償却額）
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
教育活動外収支差額

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計
特別収支差額

［予備費］
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額
（参考）
事業活動収入計
事業活動支出計

平成28年度 
1,320,138
24,016
7,393

289,058
9,116
50,049

1,699,773
888,099
758,564
189,158
223,615
33,763

1,870,280
△ 170,507
14,739
14,739
14,739

△ 155,768
420

90,315
90,735
11,773
11,773
78,962

5,909
△ 76,806
△ 623,982
△ 700,788
784,729
65,000
148,941

1,805,247
1,882,054

平成27年度 
1,204,291
23,265
12,202
272,782
4,153
69,134

1,585,829
932,951
772,728
183,462
214,968
33,038

1,920,648
△ 334,818
32,131
32,131
32,131

△ 302,687
0

8,486
8,486
32,418
32,418

△ 23,932

7,581
△ 326,619
△ 880,000
△ 1,206,619
1,727,570
263,778
784,729

1,626,448
1,953,067

差　　異　
115,847

751
△ 4,808
16,275
4,963

△ 19,084
113,943
△ 44,851
△ 14,163
5,695
8,647
724

△ 50,368
164,311
△ 17,392
△ 17,392
△ 17,392
146,919

420
81,828
82,248

△ 20,644
△ 20,644
102,894

△ 1,672
249,812
256,017
505,830

△ 942,840
△ 198,778
△ 635,788

178,799
△ 71,013

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

資金収支計算書 平成28年4月1日～平成29年3月31日まで （単位 千円）
収入の部
　　　科　　　　目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当年度収入の部小計
前年度繰越支払資金
収入の部合計
支出の部
　　　 科　　　　目
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
当年度支出の部小計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

平成28年度 
1,320,138
24,016
76,179
309,058
300,000
9,116
14,739
50,049
271,347
520,163

△ 330,405
2,564,403
2,917,528
5,481,931

平成28年度 
925,535
569,172
190,415
412,999
30,618
600,000
81,398

△ 24,650
2,785,488
2,696,443
5,481,931

平成27年度 
1,204,291
23,265
12,202
280,430
100,000
4,153
32,131
69,134
272,190
1,317,716
△ 297,721
3,017,794
2,901,437
5,919,232

平成27年度 
945,339
589,510
182,670
104,595
25,991

1,183,890
35,332

△ 65,625
3,001,704
2,917,528
5,919,232

差　　異　
115,847

751
63,977
28,627
200,000
4,963

△ 17,392
△ 19,084
△ 843

△ 797,553
△ 32,683
△ 453,391
16,090

△ 437,300

差　　異　
△ 19,804
△ 20,337
7,745

308,403
4,626

△ 583,890
46,066
40,975

△ 216,215
△ 221,085
△ 437,300

　私立大学を取り巻く環境は、少子化の進行
により、18歳人口が平成24年の119万人か
ら平成36年の106万人へ13万人減少する
予測です。この厳しい状況下、本学の生き残
り戦略として、大学改革、教育改革を推進しま
した。大学改革は、大垣女子短大との法人合
併（大垣総合学園）が平成29年1月11日に認
可され、両大学の経営および教育資源の相
乗効果を追求しました。また、創立50周年記
念事業の第1次キャンパス整備計画により平
成29年3月には新食堂が竣工しました。教育
改革としては教育ポリシーの再定義および、
学部学科の強化策としてカリキュラム改革を
検討しました。

◎教育改革
 学長のリーダーシップのもと全学教育改
革推進会議で教育改革について議論しま
した。また教育改革を具体的に実施してい
る大学へ重点的に支援する「私立大学等改
革総合支援事業」（文部科学省補助金）の
「タイプ1および2」に採択されました。
◎クラブ活動の実績
　駅伝部が、全日本大学駅伝対校選手権
大会に2年連続出場し、18位と前回を上回
る成績をあげました。また12月の東海学
生駅伝対校選手権大会で初優勝し、平成
29年10月の出雲全日本大学選抜駅伝競
走に初出場が決まりました。
◎地域連携
　平成28年8月、山県市と連携協定を締
結し、連携自治体は10となりました。また、
連携事業として、平成29年3月に経済学部
の藤井ゼミナールが海津市との財政研究
会を立ち上げました。
◎地方創生
　消防団員の不足対策として、大垣市の学
生消防団奨学金制度の創設に合わせ、「岐
阜経済大学学生消防団員修学支援奨学金
制度」を新設し、8名の学生が消防団に入
団しました。全国に先駆けた取り組みとし
て、全国紙にも掲載されました。
◎グローバル化への対応
　ベトナムのダナン大学と教育交流協定
を締結し、海外大学の協定校は6校となり
ました。また、創立50周年記念事業とし
て、ダナン大学と東南アジア特別奨学生
の協定を締結し、東南アジアの学生を本
学が奨学生として受け入れる制度を創設
しました。

　資金収支計算書では、次年度への繰越支払資金は26億9,644万円となり、前年度より2億
2,108万円減少しました。
　事業活動収支計算書では、事業活動収入計から事業活動支出計を差し引いた単年度の収
支差額は7,680万円の支出超過となり、翌年度への繰越収支差額は1億4,894万円となりま
した。

（1）資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該会計年度（4月1日～翌年3月31日）の諸活動に対応するすべて
の資金（現金の出入り）の動きを表したものです。資金収支の内容について、主な科目を説明
します。
①収入の部
〔学生生徒等納付金収入〕　13億2,013万円
　授業料、入学金、実習料、教育充実資金の収入です。授業料納付学生数は1,284名、前年
度比1億1,584万円の増加となりました。
〔寄付金収入〕　7,617万円
　創立50周年寄付金6,878万円、ボート部寄付金216万円、親和会からのスクールバス運
行費助成金500万円、スポーツ振興寄付金22万円を受け入れました。
〔補助金収入〕 3億905万円
　国庫補助金、地方公共団体補助金等の収入です。国庫補助金は2億8,649万円、大垣市
からの施設設備補助金2,000万円、岐阜県からの結核予防費補助金、大垣商工会議所から
の中心市街地協働型まちづくり事業の助成金等を受け入れました。
〔資産売却収入〕　3億円
　有価証券の売却収入3億円です。
〔付随事業・収益事業収入〕　911万円
　国土交通省等からの委託事業6件、717万円、公開講座受講料収入133万円等です。
〔受取利息・配当金収入〕　1,473万円
　定期預金利息及び有価証券等の利金1,473万円です。

〔その他の収入〕　5億2,016万円
　第2号基本金引当特定資産3億2,000万円、退職給与引当特定資
産4,000万円の取崩し、減価償却引当特定資産8,000万円を空調
改修費用等へ充当するため取崩しています。
②支出の部
〔人件費支出〕　9億2,553万円
　専任教職員等の給与及び退職者への退職金です。退職金支出の
減少により、前年度比1,980万円の減少となりました。
〔教育研究経費支出〕　5億6,917万円
　3・8号館空調設備更新の他、学生への奨学事業（学費減免、私費
留学生奨学金等）、語学留学助成事業、課外活動助成事業（強化・準
強化指定クラブ合宿費、遠征費等）等が主な支出で前年度比2,033
万円減少しました。
〔管理経費支出〕　1億9,041万円
　広告費や高校訪問等の学生募集経費の他、創立50周年記念
事業、法人合併に係る経費が主な支出で前年度比774万円増加
しました。
〔施設関係支出〕　4億1,299万円
　創立50周年記念事業である大学食堂建築及び3・8号館空調設備
更新、総合グラウンドの改修を実施しました。
〔設備関係支出〕　3,061万円
　大学食堂厨房機器の購入や体育館トレーニング機器更新を実施
しました。
〔資産運用支出〕　6億円
　創立50周年記念事業において取得する施設設備等資金を第2号
基本金引当特定資産として繰り入れました。

（２）事業活動収支計算書
　「事業活動収支計算書」は、資金の移動を伴わないもの（現金の出入りの他に消費していくも
の）として、減価償却額や退職給与引当金繰入額などを計上し、当該会計年度の事業活動収入及
び事業活動支出の均衡状態を表したもので、学校法人の経営状況を示し企業会計の「損益計算
書」に当たるものです。また、教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の3つの区分会計を導入
し、学校法人の経常的活動、臨時的活動に分けて収支を明らかにしています。さらに、学校法人
は安定的かつ永続性保持のために収支均衡を図る観点から基本金組入という企業会計とは異
なる処理をしています。基本金は、将来校舎等の再取得に必要な基金として積み立てることを目
的としているため、当該年度の収入から控除した上で収支バランスをみるという点が学校法人
会計の特徴です。なお、事業活動収支計算書の収支科目の多くが資金収支計算書の収支科目と
共通していますので、事業活動収支計算書固有の内容について主なものを説明します。
①収入
　事業活動収入計は、学校法人の負債（返済義務のない収入）とならない収入の合計で
す。従って、資金収支計算書の収入から資金の動きだけを示す「前受金収入」、「その他の収
入」、「資金収入調整勘定」等は除かれます。
［その他の特別収入］
　創立50周年記念寄付金、施設設備補助金の他に、科学研究費補助金による物品の取得
及び団体、個人から寄贈された図書等310点、152万円を現物寄付として計上しました。
②支出
　事業活動支出計は、施設の建設費や機器備品・図書等の資本的支出に充当する額（基本金組
入額）を控除し計上します。従って資金収支計算書の支出科目から「施設関係支出」、「設備関係支
出」、「その他の支出」等を除きますが、「教育研究経費」及び「管理経費」には各々減価償却額を加
算しています。減価償却額は建物、機器備品などの固定資産の当期償却額を計上しています。
［資産処分差額］
　平成28年度実施したクラブハウス解体工事、学内トイレ改修工事において、資産簿価
1,097万円を計上したため全体で1,177万円となりました。
③基本金
［基本金組入額合計］
　第1号基本金は、創立50周年記念事業（食堂建築）に係る基本金として第2号基本金から
3億2,000万円を振替ました。また、平成28年度取得したその他の固定資産（空調機の更
新、総合グラウンド改修等）に係る基本金及び前年度未組入れ額等2,398万円を組入れま
した。第2号基本金は、創立50周年記念事業における取得予定額6億円を組入れました。

［基本金取崩額］
　第4号基本金（恒常的に保持する基本金）は、学校法人会計基準の改正により、学
校法人の経営実態に合わせた基本金額に変更するため、6,500万円を取崩しました。
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（３）貸借対照表
　「貸借対照表」は年度末における資産、負債及び基本金等の状況を
表したものです。
　資産の部の合計は、136億7,900万円となり、前年度末に比べて1億
5,695万円減（1.1%減）、負債の部の合計は、7億5,913万円となり、前
年度末に比べて8,014万円減（9.5%減）、純資産の部は、129億1,986
万円となり、前年度比7,680万円減（0.6%減）となりました。

平成28年度決算報告
事業の概要 財務の概要

貸借対照表 平成29年3月31日 （単位 千円）

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

事業活動収支計算書 平成28年4月1日～平成29年3月31日まで （単位 千円）

資産の部
　　　 科　　　　目
固定資産
　有形固定資産
　特定資産
　その他の固定資産
流動資産
資産の部合計
負債の部
　　　 科　　　　目
固定負債
流動負債
負債の部合計
純資産の部
　　　 科　　　　目
基本金
　第１号基本金
　第2号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

本年度末　
10,922,554
5,874,464
3,861,460
1,186,630
2,756,451
13,679,005

本年度末　
448,399
310,738
759,138

本年度末　
12,770,926
11,473,926
1,160,000
137,000
148,941
148,941

12,919,867
13,679,005

前年度末　
10,851,683
5,664,012
3,701,460
1,486,210
2,984,274
13,835,958

前年度末　
485,834
353,449
839,284

前年度末　
12,211,944
11,129,944
880,000
202,000
784,729
784,729

12,996,674
13,835,958

増　　減　
70,871
210,451
160,000

△ 299,580
△ 227,823
△ 156,952

増　　減　
△ 37,435
△ 42,710
△ 80,145

増　　減　
558,982
343,982
280,000
△ 65,000
△ 635,788
△ 635,788
△ 76,806
△ 156,952

　科　　　　目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
（内減価償却額）
管理経費
（内減価償却額）
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
教育活動外収支差額

資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計
特別収支差額

［予備費］
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額
（参考）
事業活動収入計
事業活動支出計

平成28年度 
1,320,138
24,016
7,393

289,058
9,116
50,049

1,699,773
888,099
758,564
189,158
223,615
33,763

1,870,280
△ 170,507
14,739
14,739
14,739

△ 155,768
420

90,315
90,735
11,773
11,773
78,962

5,909
△ 76,806
△ 623,982
△ 700,788
784,729
65,000
148,941

1,805,247
1,882,054

平成27年度 
1,204,291
23,265
12,202
272,782
4,153
69,134

1,585,829
932,951
772,728
183,462
214,968
33,038

1,920,648
△ 334,818
32,131
32,131
32,131

△ 302,687
0

8,486
8,486
32,418
32,418

△ 23,932

7,581
△ 326,619
△ 880,000
△ 1,206,619
1,727,570
263,778
784,729

1,626,448
1,953,067

差　　異　
115,847

751
△ 4,808
16,275
4,963

△ 19,084
113,943
△ 44,851
△ 14,163
5,695
8,647
724

△ 50,368
164,311
△ 17,392
△ 17,392
△ 17,392
146,919

420
81,828
82,248

△ 20,644
△ 20,644
102,894

△ 1,672
249,812
256,017
505,830

△ 942,840
△ 198,778
△ 635,788

178,799
△ 71,013

※上記の表の金額は千円未満を切り捨てている為、合計など金額が一致しない場合があります。

資金収支計算書 平成28年4月1日～平成29年3月31日まで （単位 千円）
収入の部
　　　科　　　　目
学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
当年度収入の部小計
前年度繰越支払資金
収入の部合計
支出の部
　　　 科　　　　目
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
当年度支出の部小計
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

平成28年度 
1,320,138
24,016
76,179
309,058
300,000
9,116
14,739
50,049
271,347
520,163

△ 330,405
2,564,403
2,917,528
5,481,931

平成28年度 
925,535
569,172
190,415
412,999
30,618
600,000
81,398

△ 24,650
2,785,488
2,696,443
5,481,931

平成27年度 
1,204,291
23,265
12,202
280,430
100,000
4,153
32,131
69,134
272,190
1,317,716
△ 297,721
3,017,794
2,901,437
5,919,232

平成27年度 
945,339
589,510
182,670
104,595
25,991

1,183,890
35,332

△ 65,625
3,001,704
2,917,528
5,919,232

差　　異　
115,847

751
63,977
28,627
200,000
4,963

△ 17,392
△ 19,084
△ 843

△ 797,553
△ 32,683
△ 453,391
16,090

△ 437,300

差　　異　
△ 19,804
△ 20,337
7,745

308,403
4,626

△ 583,890
46,066
40,975

△ 216,215
△ 221,085
△ 437,300

　私立大学を取り巻く環境は、少子化の進行
により、18歳人口が平成24年の119万人か
ら平成36年の106万人へ13万人減少する
予測です。この厳しい状況下、本学の生き残
り戦略として、大学改革、教育改革を推進しま
した。大学改革は、大垣女子短大との法人合
併（大垣総合学園）が平成29年1月11日に認
可され、両大学の経営および教育資源の相
乗効果を追求しました。また、創立50周年記
念事業の第1次キャンパス整備計画により平
成29年3月には新食堂が竣工しました。教育
改革としては教育ポリシーの再定義および、
学部学科の強化策としてカリキュラム改革を
検討しました。

◎教育改革
 学長のリーダーシップのもと全学教育改
革推進会議で教育改革について議論しま
した。また教育改革を具体的に実施してい
る大学へ重点的に支援する「私立大学等改
革総合支援事業」（文部科学省補助金）の
「タイプ1および2」に採択されました。
◎クラブ活動の実績
　駅伝部が、全日本大学駅伝対校選手権
大会に2年連続出場し、18位と前回を上回
る成績をあげました。また12月の東海学
生駅伝対校選手権大会で初優勝し、平成
29年10月の出雲全日本大学選抜駅伝競
走に初出場が決まりました。
◎地域連携
　平成28年8月、山県市と連携協定を締
結し、連携自治体は10となりました。また、
連携事業として、平成29年3月に経済学部
の藤井ゼミナールが海津市との財政研究
会を立ち上げました。
◎地方創生
　消防団員の不足対策として、大垣市の学
生消防団奨学金制度の創設に合わせ、「岐
阜経済大学学生消防団員修学支援奨学金
制度」を新設し、8名の学生が消防団に入
団しました。全国に先駆けた取り組みとし
て、全国紙にも掲載されました。
◎グローバル化への対応
　ベトナムのダナン大学と教育交流協定
を締結し、海外大学の協定校は6校となり
ました。また、創立50周年記念事業とし
て、ダナン大学と東南アジア特別奨学生
の協定を締結し、東南アジアの学生を本
学が奨学生として受け入れる制度を創設
しました。

　資金収支計算書では、次年度への繰越支払資金は26億9,644万円となり、前年度より2億
2,108万円減少しました。
　事業活動収支計算書では、事業活動収入計から事業活動支出計を差し引いた単年度の収
支差額は7,680万円の支出超過となり、翌年度への繰越収支差額は1億4,894万円となりま
した。

（1）資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該会計年度（4月1日～翌年3月31日）の諸活動に対応するすべて
の資金（現金の出入り）の動きを表したものです。資金収支の内容について、主な科目を説明
します。
①収入の部
〔学生生徒等納付金収入〕　13億2,013万円
　授業料、入学金、実習料、教育充実資金の収入です。授業料納付学生数は1,284名、前年
度比1億1,584万円の増加となりました。
〔寄付金収入〕　7,617万円
　創立50周年寄付金6,878万円、ボート部寄付金216万円、親和会からのスクールバス運
行費助成金500万円、スポーツ振興寄付金22万円を受け入れました。
〔補助金収入〕 3億905万円
　国庫補助金、地方公共団体補助金等の収入です。国庫補助金は2億8,649万円、大垣市
からの施設設備補助金2,000万円、岐阜県からの結核予防費補助金、大垣商工会議所から
の中心市街地協働型まちづくり事業の助成金等を受け入れました。
〔資産売却収入〕　3億円
　有価証券の売却収入3億円です。
〔付随事業・収益事業収入〕　911万円
　国土交通省等からの委託事業6件、717万円、公開講座受講料収入133万円等です。
〔受取利息・配当金収入〕　1,473万円
　定期預金利息及び有価証券等の利金1,473万円です。

〔その他の収入〕　5億2,016万円
　第2号基本金引当特定資産3億2,000万円、退職給与引当特定資
産4,000万円の取崩し、減価償却引当特定資産8,000万円を空調
改修費用等へ充当するため取崩しています。
②支出の部
〔人件費支出〕　9億2,553万円
　専任教職員等の給与及び退職者への退職金です。退職金支出の
減少により、前年度比1,980万円の減少となりました。
〔教育研究経費支出〕　5億6,917万円
　3・8号館空調設備更新の他、学生への奨学事業（学費減免、私費
留学生奨学金等）、語学留学助成事業、課外活動助成事業（強化・準
強化指定クラブ合宿費、遠征費等）等が主な支出で前年度比2,033
万円減少しました。
〔管理経費支出〕　1億9,041万円
　広告費や高校訪問等の学生募集経費の他、創立50周年記念
事業、法人合併に係る経費が主な支出で前年度比774万円増加
しました。
〔施設関係支出〕　4億1,299万円
　創立50周年記念事業である大学食堂建築及び3・8号館空調設備
更新、総合グラウンドの改修を実施しました。
〔設備関係支出〕　3,061万円
　大学食堂厨房機器の購入や体育館トレーニング機器更新を実施
しました。
〔資産運用支出〕　6億円
　創立50周年記念事業において取得する施設設備等資金を第2号
基本金引当特定資産として繰り入れました。

（２）事業活動収支計算書
　「事業活動収支計算書」は、資金の移動を伴わないもの（現金の出入りの他に消費していくも
の）として、減価償却額や退職給与引当金繰入額などを計上し、当該会計年度の事業活動収入及
び事業活動支出の均衡状態を表したもので、学校法人の経営状況を示し企業会計の「損益計算
書」に当たるものです。また、教育活動収支、教育活動外収支、特別収支の3つの区分会計を導入
し、学校法人の経常的活動、臨時的活動に分けて収支を明らかにしています。さらに、学校法人
は安定的かつ永続性保持のために収支均衡を図る観点から基本金組入という企業会計とは異
なる処理をしています。基本金は、将来校舎等の再取得に必要な基金として積み立てることを目
的としているため、当該年度の収入から控除した上で収支バランスをみるという点が学校法人
会計の特徴です。なお、事業活動収支計算書の収支科目の多くが資金収支計算書の収支科目と
共通していますので、事業活動収支計算書固有の内容について主なものを説明します。
①収入
　事業活動収入計は、学校法人の負債（返済義務のない収入）とならない収入の合計で
す。従って、資金収支計算書の収入から資金の動きだけを示す「前受金収入」、「その他の収
入」、「資金収入調整勘定」等は除かれます。
［その他の特別収入］
　創立50周年記念寄付金、施設設備補助金の他に、科学研究費補助金による物品の取得
及び団体、個人から寄贈された図書等310点、152万円を現物寄付として計上しました。
②支出
　事業活動支出計は、施設の建設費や機器備品・図書等の資本的支出に充当する額（基本金組
入額）を控除し計上します。従って資金収支計算書の支出科目から「施設関係支出」、「設備関係支
出」、「その他の支出」等を除きますが、「教育研究経費」及び「管理経費」には各々減価償却額を加
算しています。減価償却額は建物、機器備品などの固定資産の当期償却額を計上しています。
［資産処分差額］
　平成28年度実施したクラブハウス解体工事、学内トイレ改修工事において、資産簿価
1,097万円を計上したため全体で1,177万円となりました。
③基本金
［基本金組入額合計］
　第1号基本金は、創立50周年記念事業（食堂建築）に係る基本金として第2号基本金から
3億2,000万円を振替ました。また、平成28年度取得したその他の固定資産（空調機の更
新、総合グラウンド改修等）に係る基本金及び前年度未組入れ額等2,398万円を組入れま
した。第2号基本金は、創立50周年記念事業における取得予定額6億円を組入れました。

［基本金取崩額］
　第4号基本金（恒常的に保持する基本金）は、学校法人会計基準の改正により、学
校法人の経営実態に合わせた基本金額に変更するため、6,500万円を取崩しました。
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硬式野球部全国ベスト8 6

　岐阜経済大学の教育力、学びの内容を知るチャンス！8月のオープ
ンキャンパスでは、在学生が本学での学生生活や、入学を決めた理由、
下宿生活、クラブ活動、アルバイトのことなどを本音で語る「トーク
ショー」を今年も開催します。そのほか、模擬授業体験、情報施設体験、
体育館・図書館・総合グラウンドなど学習環境を見学する「キャンパス
ガイドツアー」や個別相談など様々な企画を計画しています。マンス
リーオープンキャンパスでは、参加者のあらゆる疑問・質問に個別にお
答えし、見学も対応します。

2017年度 オープンキャンパスを開催します

　2016年度スポーツ振興寄付金と
して228,060円のご寄付をいただ
き、課外活動団体の遠征や用品の購
入等に充当いたしました。
　皆様からの温かいご支援、ご協力に
感謝し厚く御礼申し上げます。

2016年度スポーツ振興寄付金実績報告

・男子バレーボール部
・陸上競技部

・駅伝部
・女子バレーボール部

2件　50,000円
13件 105,000円

3件　36,000円
1件　20,000円

強化指定クラブ

準強化指定クラブ

・硬式庭球部 1件　3,000円

5件 14,060円

計　228,060円

一般クラブ

団体を特定しない

教職員人事

仁科　信春
経済学部教授
東京工業大学大学院

理工学研究科社会工学専攻
博士課程修了 博士（工学）

福岡大学大学院
スポーツ健康科学研究科
博士課程（後期）満期退学

高橋　直志
経済学部准教授
同志社大学大学院
経済学研究科

博士後期課程単位取得満期退学

後藤　康文
経済学部講師
日本福祉大学大学院

社会福祉学研究科(修士課程)
福祉マネジメント専攻修了

古田　康生
経営学部准教授

大前　智文
経営学部講師
名城大学大学院

経済学研究科経済学専攻
博士後期課程修了 博士（経済学）

愛知県立佐屋高等学校
元 校長

水野　敏彦
キャリアアドバイザー

新規採用 ２０１７年４月１日付

昇格 ２０１７年４月１日付

有森　俊文

中西　大輔
経済学部　准教授（経済学部　講師）

経営学部　准教授（経営学部　講師）

配置転換 ２０１７年４月１日付

大音　浩一

小森　茂

森本　堅二

吉田　大介

学生課長兼図書館事務長（図書館事務長）

学生課主幹（学生課長）

学生課主査（入試広報課主査）

入試広報課主査（学生課主査）

配置転換 ２０１７年6月１日付

渡辺　正典 学校法人大垣総合学園法人事務局長兼
岐阜経済大学事務局長（岐阜経済大学事務局長）

髙橋　信一 学校法人大垣総合学園法人事務局次長兼
大垣女子短期大学事務局長（大垣女子短期大学事務局長）

川﨑　千明
　

品田　直宏
　　

田中　透

学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

　
学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

　
学生課・スポーツ振興室　スポーツ指導職員
（入試広報課　スポーツ指導職員）

退職 ２０１７年３月３１日付

退職

谷江　幸雄

樋下田　邦子

野松　敏雄

福地　和夫

林　広志

経済学部教授

経済学部教授

経営学部教授

経営学部教授

キャリアアドバイザー

配置転換 ２０１７年7月14日付

大音　浩一

田中　俊彦

塚原　康之

釣餌　丈志

吉形　高志

図書館事務長の兼務を解く
（学生課長兼図書館事務長）

図書館事務長（キャリア支援課長）

キャリア支援課長（理事長室長）

理事長室長兼企画広報課長
（企画広報課長）

理事長室主査兼企画広報課主査
（理事長室主査）

２０１７年４月２２日付

馬久地　亜季
総務課主事

名誉教授 ２０１７年４月１日付

谷江　幸雄

野松　敏雄

福地　和夫

経済学部教授

経営学部教授

経営学部教授

国内留学
古口　博之
経営学部教授　2017年9月21日～2018年3月31日

２０１７年５月２４日（水）開催の学校法人大垣総合学園理事会において、下記の方が選任されました。

法人理事の就任

理事（新任） 岩井　哲二 大垣市議会議長＜任期：２０１７年５月２５日～２０１９年３月３１日＞

・メインオープンキャンパス
  8月19日（土）、9月10日（日）、
  10月7日（土）

・学園祭オープンキャンパス
  11月18日（土）・19日（日）

・クリスマスオープンキャンパス
  12月16日（土）

・スプリングオープンキャンパス
  2018年3月17日（土）

・マンスリーオープンキャンパス
  2018年1月6日（土）、2月10日（土） 

日程

インターネット出願完全導入！
2018年度4月入学希望者が受験する今年度の入試から、インターネット出願を導入し
ます。これにより、○願書が手元になくても　○出願期間中であれば24時間　○コン
ビニで受験料支払い可能　○チェック機能で入力ミスなし で安心して出願できます。
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